
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉川友子後援会報 No４ 
 

 平成 25年 7月 

（後援会内部資料） 

ご支援ご協力をいただいたみなさま。 

大変お世話になりました。今回、初めての選挙ということで、わから

ないことばかりで、周りのみなさまには御迷惑をかけることも多々あっ

たと思います。結果的にたくさんの方々のご支持をいただき、本当にあ

りがたく、とても感動しました。同時に多くの期待を背負った責任を感

じております。これからの議員生活は未知の世界ですが、みなさんの声

を大切にし、自分のやり遂げたかったことを忘れず、自分のできること

から取り組んでいきたいと考えています。 

母親として、女性として、一市民として、どうしたら私たちの生活が

豊かなものになるか、未来を担う子どもたちが誇って「ふるさと」と呼

べる佐久市になるか、みなさまと一緒に考え行動していきたいと願って

おります。 

どうか、これからもご指導の程よろしくお願いします。 

 

佐久市議会議員 吉川友子 

所属会派・委員会など 

今期佐久市議会は７会派構成でスタート

しました。私は「市民の風」に所属し、高橋

良衛議員、柳沢潔議員、大井兵夫議員、小山

仁志議員と共に活動していくこととなりま

した。市民の風というのは「常に市民の立場

から」をモットーに会派内でも活発な意見交

換をし、個々の発言は拘束しないという会派

です。 

常任委員会では 

社会委員会委員として福祉などの分野に

取り組んでいきます。 

特別委員会では 

地域医療問題特別委員会の副委員長、 

広報広聴特別委員会委員（議会だよりの

編集など）になりました。 

一部事務組合では 

川西保健衛生施設組合議会議員、 

小諸市外二市御牧ケ原水道組合議会議員、 

北佐久郡老人福祉施設組合議会議員 

と決まりました。すべて地元の問題や今まで

関心を持ってやってきたことに関係してお

り、勉強しながらですが、一生懸命取り組ん

でいきたいと思います。 

御牧原水道の水源変更問題を話し合う 

御牧原には小諸市、東御市（旧北御牧村）、佐久市 

（旧望月町、浅科村）の３市があります。ここの水道 

は、昭和４０年頃に完成した御牧原用水を主な水源に 

しています。蓼科の水をサイホンで御牧原台地に揚げ 

ている水です。この配水池などが老朽化したため、 

新たに小諸市の水を水源とする配水計画がつくられ 

住民に説明がありました。しかし、蓼科の水は軟水ですが小諸の水は硬度が高い

という問題もあり、また決定後に説明を受けたという不満もあり、御牧原では大

きな問題になりました。 

この件は選挙前にお話を伺う機会があり、自分が取り組んできた保育園統合問

題と共通する点がいくつかありました。当局は住民のみなさんの質問に誠実に答

えていく責任があると考えます。この問題にかかわっている区の方々はあらゆる

方向から解決への選択肢を模索しています。関係議員と地元区長さんが何度か集

まり、意見交換を続けてきました。この先は住民のみなさんの要望に優先順位を

つけて市長・担当部長と話し合っていく予定です。水は私たちの生活に欠かせな

い資源です。市民の生活を守っていく立場として、市民の願いにより近い方向で

解決できるよう努力していきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

現地を知ることが大切であると考え、私は話し合いの前に御牧原水道の 

配水池などをまわって職員の説明を聞きました。 

発行： 吉川友子後援会   会長   上野昭久 

    幹事長  清水千恵子 

   事務局長 藤井恵 



 

 

 

第
二
回
定
例
議
会
が
６
月
３
日
か
ら
２７
日
ま
で
開
催

さ
れ
、
私
は
一
般
質
問
に
登
壇
し
ま
し
た
。 

 

●
周
辺
部
の
人
口
減
少
に
積
極
的
な
対
策
が
必
要 

―
高
校
生
や
高
齢
者
に
便
利
な
バ
ス
運
行
を 

 

（
吉
川
）
望
月
地
区
は
合
併
後
の
８
年
で
人
口
が
９．２
％

（
９７８
人
）
減
少
し
ま
し
た
。
市
周
辺
部
の
振
興
は
佐
久

市
全
体
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
で
す
。
望
月
地
区
か

ら
他
地
区
へ
通
う
高
校
生
は
現
在
１５１
人
い
ま
す
（
野
沢

方
面
へ
７１
人
、
岩
村
田
方
面
へ
４１
人
、
小
諸
方
面
へ
３９

人
）。
こ
の
学
生
た
ち
や
高
齢
者
の
た
め
に
も
バ
ス
の
運

行
時
間
や
運
賃
の
見
直
し
が
必
要
と
い
う
声
が
多
い
の

で
す
が
、
石
川
県
白
山
市
や
高
知
県
大
豊
町
の
よ
う
に

過
疎
債
を
使
っ
て
交
通
手
段
を
確
保
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

（
答
弁
）
現
在
、
望
月
地
区
か
ら
は
各
方
面
に
毎
日
運

行
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
も
ニ
ー
ズ
を
調
査

し
交
通
手
段
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
過
疎
債
を
使
っ

て
低
運
賃
の
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
事
例
を
参
考
に
研

究
し
て
い
き
た
い
。 

 

●
統
合
保
育
園
の
安
全
対
策
は
充
分
か 

（
吉
川
）
過
疎
債
を
使
っ
て
建
設
さ
れ
る
望
月
地
区
統

合
保
育
園
は
ど
の
よ
う
に
過
疎
緩
和
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
建
設
予
定
地
は
過
去
に
水
害
の
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
の
時
も
液
状
化
し
た

場
所
は
過
去
に
田
ん
ぼ
で
あ
っ
た
り
、
河
川
の
近
く
で

あ
っ
た
り
と
い
う
場
合
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
さ
ら

に
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
で
は
震
源
地
か

ら
遠
い
内
陸
部
で
も
液
状
化
の
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。
以
前
保
護
者
や
地
元
区
か
ら
提
出
さ
れ
た
懸
念

事
項
の
水
害
や
液
状
化
、
交
通
面
で
の
安
全
性
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が
と
ら
れ
る
の
で
し
ょ
か
。 

（
答
弁
）
過
疎
対
策
と
し
て
は
現
在
協
和
保
育
園
に
併

設
し
て
い
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
さ
く
ら
ん
ぼ
広

場
を
充
実
さ
せ
る
と
共
に
、
基
本
方
針
が
決
定
し
た
段

階
で
住
民
や
保
護
者
と
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
地
域
住

民
の
満
足
が
い
く
保
育
園
建
設
が
過
疎
緩
和
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
交
通
安
全
の
確
保
は
保
護
者
会

と
協
議
し
、
送
迎
時
の
ル
ー
ル
を
決
め
る
な
ど
し
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
。
液
状
化
に
関
し
て
は
設
計
段
階
に

て
考
慮
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
市
長
の
公
約
に
も

あ
る
「
新
し
い
情
報
公
開
」

や
「
安
心
安
全
な
子
育
て
」

に
お
い
て
こ
の
保
育
園
問
題

は
重
要
な
存
在
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
住
民
や
保
護
者
の

意
見
も
十
分
に
取
り
入
れ
て
、

過
疎
債
を
利
用
す
る
の
に
ふ

さ
わ
し
い
特
色
あ
る
保
育
園

を
期
待
し
ま
す
。 

 

●
学
校
・
保
育
園
・
浅
間
病
院
の
給
食 

―
放
射
能
検
査
を
充
実
し
て
よ
り
安
全
な
食
材
を 

（
吉
川
）
先
日
軽
井
沢
の
タ
ラ
の
芽
か
ら
１
キ
ロ
あ
た

り
２２０
ベ
ク
レ
ル
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
か
ら
は
６１０
ベ
ク
レ
ル
と
、

基
準
値
を
は
る
か
に
超
え
る
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
ま

し
た
。
小
諸
市
で
は
「
し
め
じ
」
か
ら
１
キ
ロ
あ
た
り
３８．３

ベ
ク
レ
ル
、
大
分
県
産
の
干
し
シ
イ
タ
ケ
か
ら
は
２０．２
ベ

ク
レ
ル
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
の
で
す
が
、
子
供

た
ち
が
食
べ
た
後
の
発
表
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
佐
久
市
で
行
わ
れ
て
い
る
放
射
能
測
定
の
検
体
は

ど
の
よ
う
な
基
準
で
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
佐

久
市
内
だ
け
で
な
く
、
市
外
や
民
間
の
測
定
所
の
結
果

を
給
食
関
係
者
が
す
ぐ
に
共
有
で
き
る
体
制
は
整
っ
て

い
ま
す
か
。 

（
答
弁
）
検
査
対
象
に
な
っ
て
い
る
１７
都
県
産
の
も
の

を
優
先
し
て
測
定
し
て
い
ま
す
。
市
外
や
民
間
の
測
定

所
の
結
果
も
マ
ス
コ
ミ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
を
注

視
し
て
い
ま
す
。 

 

（
吉
川
）
今
は
放
射
性
物
質
が
移
行
し
や
す
い
作
物
が

わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
測
定
時
間
を
長
く
し
て
、
測

定
の
下
限
値
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

（
答
弁
）
一
検
体
に
つ
き
測
定
に
２０
分
か
け
て
い
ま
す

が
、
下
限
値
を
下
げ
る
こ
と
は
検
体
数
の
制
限
に
つ
な

が
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
地
元
産
の
安
心
安
全
な
食
材

を
使
い
、
今
後
も
現
状
体
制
で
安
全
な
給
食
を
提
供
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。 

（
吉
川
）
佐
久
市
が
現
在
使
っ
て
い
る
二
つ
の
測
定

器
の
う
ち
一
つ
は
２０
～
３０
分

の
測
定
で
下
限
値
は
１
キ
ロ
あ

た
り
１０
ベ
ク
レ
ル
ま
で
下
げ

ら
れ
る
と
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
の

情
報
で
す
。
ど
の
よ
う
に
し
て

よ
り
安
全
な
食
材
を
給
食
に
使

用
す
る
か
さ
ら
に
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。 

 

●
遺
伝
子
組
み
換
え
食
材
を
給
食
で
は
使
用
し

な
い
で
ほ
し
い 

（
吉
川
）
日
本
で
は
遺
伝
子
組
み
換
え
食
材
の
混
入
が

５
％
以
下
の
場
合
、
ま
た
は
使
用
量
４
位
以
下
の
場
合
、

表
示
義
務
が
あ
り
ま
せ
ん
。
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
を

給
食
食
材
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
安
全
性

に
不
安
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
お

考
え
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
表
示
義
務
が
撤

廃
さ
れ
た
場
合
の
対
応
体
制
は
整
っ
て
い
ま
す
か
。 

（
答
弁
）
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
に
関
し
て
は
厚
生
労

働
省
の
安
全
基
準
に
従
っ
て
い
ま
す
。
現
在
給
食
で
は

遺
伝
子
組
み
換
え
表
示
食
材
は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

表
示
義
務
が
撤
廃
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
国
の
方
針

が
定
ま
っ
て
い
な
い
の
で
判
断
し
か
ね
ま
す
。 

 

●
佐
久
市
で
安
心
安
全
な
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を 

（
吉
川
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
は
遺
伝
子
組
み
換
え
食

品
に
対
し
て
き
わ
め
て
厳
し
い
基
準
を
も
っ
て
い
ま
す
。

佐
久
市
は
「
世
界
最
高
健
康
都
市
」「
安
心
安
全
な
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
を
市
政
の
中
で
か
か
げ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
具
体
化
す
る
政
策
と
し
て
遺
伝
子
組
み
換
え
作

物
は
作
ら
な
い
、
巨
大
バ
イ
オ
メ
ー
カ
ー
に
食
の
支
配

を
さ
せ
な
い
と
宣
言
し
、
安
心
安
全
な
農
作
物
を
ブ
ラ

ン
ド
化
し
て
、
販
路
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
提
案
し

ま
す
。 

 

●
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
子
育
て
支
援
サ
イ
ト
を 

（
吉
川
）
子
育
て
に
は
悩
み
が
つ
き
も
の
で
す
。
現
在

子
育
て
中
の
親
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
収
集

が
主
流
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
応

募
や
相
談
な
ど
は
気
軽
で
便
利
で
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
子
育
て
支
援
サ
イ
ト
を
、
そ
し
て
匿
名
で
も
相

談
で
き
る
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
子
育
て
相
談
窓
口
の
設

立
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。 

（
答
弁
）
現
在
、
市
で
は
子
育
て
サ
ロ
ン
や
電
話
・
来

庁
で
の
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
で
の
相
談

も
受
け
付
け
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
で
き
れ
ば
対
面
で
の
心
の
通
っ
た
相
談
が
望
ま

し
い
で
す
。 

（
吉
川
）
も
ち
ろ
ん
対
面
で
の
相
談
が
理
想
的
で
す
が
、

自
分
の
名
前
や
住
所
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
な
相
談
の

仕
方
を
選
択
し
た
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
千
葉
県
松
戸

市
の
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
窓
口
な
ど
を
参
考
に
、
よ
り
充

実
し
た
子
育
て
支
援
体
制
を
整
え
て
く
だ
さ
る
よ
う
要

望
し
ま
す
。 

 

食品放射能測定器 ﾃｸﾉｴｰﾋﾟｰ社 TN300B 

第
二
回
定
例
議
会
で
一
般
質
問 

 

通学路にもなっている天神の道路 


